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２０１１年度 総括年度 総括
子宮頸がん征圧をめざす専門家会議(以下当会)は2008年11月設立以来、以下の２つを目標に掲げ
活動を展開してきた。

1．より精度が高く費用対効果にすぐれた子宮頸がん検診（細胞診＋HPV検査）を確立し、子宮頸
がん検診の受診率50％以上をめざす。

2．HPVワクチンの早期承認と公費負担の実現を図る。

2009年はHPV予防ワクチンの正式承認を獲得し 2010年は検診受診率向上 ワクチン公費負担の2009年はHPV予防ワクチンの正式承認を獲得し、2010年は検診受診率向上、ワクチン公費負担の
実現に向けて、他の啓発団体と連携しながら政府への提言を活発におこなった。

ワクチンの公費負担が実現したが、接種を提供する側、受ける側ともにワクチンについての理解は
まだ十分とはいえない。2011年はセミナーやウエブ、広告などを通して、議員、自治体保健担当者、
医療関係者や健康指導者、保護者向けの正しい情報提供につとめた。また、継続審議になっている
子宮頸がん予防法案の実現に向けての提言や、一般市民の啓発、企業との連携キャンペーンに注
力。検診クーポンやワクチン接種についての４回目の自治体アンケートも実施した。

【対象】

・政府

【活動】

専門家の団体である強みを生かした最新の正しい情報提供

【子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 概念図】

当会の認知が高まり、メディアからの取材や問い合わせが増えた。社会を動かす大きな力になって
きている。

政府
・自治体
・保険者
・医療者
・一般

★幅広く情報提供

専門家の団体である強みを生かした最新の正しい情報提供
・調査・研究・発表
・セミナー・シンポジウム・勉強会
・ウエブサイト・携帯サイト
・スライド・DVDなど資材提供
・海外研修 ・キャンペーン

★専門家の思いをわかりやすく伝える

【委員・実行委員・監事・顧問】 【目標】
１．より精度が高く費用対効果にすぐれた子

【専門家の所属する団体】

・日本医学会
・日本医師会
・日本産科婦人科学会
・日本産婦人科医会
・日本小児科学会
・日本小児科医会
・婦人科腫瘍学会
・日本看護協会

【協力団体】

子宮頸がんを考える市民の会

・産婦人科医
・小児科医
・助産師
・看護師
・養護教諭
・医療経済学者
・患者団体・啓発団体

★役員は子宮頸がん予防の
専門家

１．より精度が高く費用対効果にすぐれた子
宮頸がん検診（細胞診＋HPV検査）を確立し
、受診率50％以上をめざす。
2．HPVワクチンの早期承認と公費負担の実
現を図る。

★専門家の思いと知識により、
女性の健康と幸せを作り出す

護
・日本細胞診断学推進協会
・全国養護教諭連絡協議会
・日本学校保健会
・日本対がん協会
・ティールアンドホワイトリボンプロジェクト
・キャンサーネットジャパン

★関連学会・医師会等と連携

・子宮頸がんを考える市民の会
・女子大生リボンムーブメント
・らんきゅう
・卵巣がん体験者の会スマイリー
・子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成
推進実行委員会
・市民のためのがん治療の会

★主な啓発団体と連携
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2011年度 活動一覧 ■は活動委員

2月 ＨＰＶ検査併用検診教育用ＤＶＤ監修
細胞診とＨＰＶ検査併用検診についてのＤＶＤを監修。会議主催のセミナーなどで希望者にも配布。
■実行委員長：今野 良、岩成 治

2月3日
プロフェッショナルセミナー「子宮頸がん
予防検診―政策決定のための新しい必
須知識

より精度が高く、費用対効果に優れた“子宮頸がん予防検診(細胞診+HPV検査)”の確立、受診率
アップを目的に開催。議員、自治体保健福祉担当者、報道関係者など約100名が参加。■議長：
野田 起一郎、実行委員長：今野 良、実行委員：鈴木 光明、委員：平井 康夫、岩成 治、小西 宏

2月18日

インターナショナルセミナー「子宮頸がん
予防の新展開 検診とワクチンの最新情
報～子宮頸がん予防 次に日本ですべき
ことは何か？～」

2011年4月から99％の自治体で子宮頸がん予防のためのHPVワクチンが思春期女子に無料で接
種される。広く国民にHPVワクチンや子宮頸がん検診の意義を理解してもらうためのさらなる教
育・啓発の必要性と、今後の政策課題がある。そこで、英・豪で活躍する専門家を招き、インター
ナショナルセミナーを開催した。 ■実行委員長：今野 良、委員：岩成 治

2月25日 養護教諭向けセミナー 養護教諭の全国大会で、養護教諭の方々に向けて講演を行った。 ■実行委員長：今野 良

2月～ 指導者用パンフレット作成・配布
正しい知識をコンパクトにまとめた「指導者用パンフレット」を作成し、養護教諭向けセミナーで配
布。ウェブでもダウンロードできる。 ■実行委員長：今野 良

3月 医療者向け共用スライドの作成・サイトで 子宮頸がんについての情報を整理し、最新かつ高度な情報を共有するためのスライドを作成。医3月 医療者向け共用 ライドの作成 サイトで
の提供

子宮頸がん ての情報を整理し、最新か 高度な情報を共有するための ライドを作成。医
療者に講演などに使用してもらう。■実行委員長：今野 良、委員：平井康夫

4月 子宮頸がん征圧連携ACTキャンペーン
サイトオープン

若年女性（主に１０代後半～３０代）を対象に、企業・学校等とのタイアップのもと、検診・ワクチン
接種推進活動を推進するプロジェクトのサイトをオープン。
■ブロジェクトリーダー／実行委員：鈴木光明、 ブロジェクトメンバー／実行委員長：今野 良 、
実行委員：今村定臣 、吉川裕之、委員：小田瑞恵 、宮城悦子

4月・5月
幼稚園での「子宮頸がん検診
よびかけ母の日キャンペーン」

全国の私立幼稚園などにて、母の日に園児から大好きなお母さんに子宮頸がん予防のメッセー
ジをつけたカードを渡すキャンペーンを実施。 12万枚を配布した。

5月8日～ EUROGIN2011＆2011 WACC Forum 昨年に続き、世界最大の子宮頸がん学会・EUROGINと子宮頸がん啓発を推進する国際会議・
WACCのフォ ラム（リスボンで開催）に メデ ア関係者 細胞検査士 助産師 主婦 大学生ら9

11日 参加・取材ツアー
WACCのフォーラム（リスボンで開催）に、メディア関係者、細胞検査士、助産師、主婦、大学生ら9
名を伴い参加。会議の活動も発表。■実行委員長：今野 良、委員：Sharon Hanley 、小西 宏

6月15日
「EUROGIN 2011＆2011 WACC Forum」
報告会

EUROGINとWACCフォーラムの報告会を開催。議員、自治体担当者、啓発団体、メディアなど約
70名が参加。■議長：野田起一郎、実行委員長：今野 良、監事：稲葉 憲之、委員：Sharon
Hanley 

8月 一般女性向けウェブサイト、携帯サイト
保護者向けワクチンページなど追加

一般女性に子宮頸がんに関する基礎知識を提供するため、ウエブと携帯サイト「子宮頸がん講
座」に、ワクチンについての詳しいページを追加した。■委員：小田瑞恵、相良洋子

8月・9月

新聞に子宮頸がん予防啓発のための
全頁広告掲載（朝日、読売、日経、北海

子宮頸がんが予防できるがんであることを伝え、ワクチン接種と検診による予防を推奨する新聞
全ページ広告を日本産科婦人科学会、日本婦人科腫瘍学会、日本産婦人科医会とともに掲載。8月・9月

道、中日、西日本、中国、河北新報、静
岡、四国）

■議長：野田起一郎、実行委員長：今野 良、実行委員：小西郁生、宇田川康博、委員：寺尾俊彦、
宮城悦子

9月19日
養護教諭、健康指導者のための子宮頸
がん予防とワクチンの最新知識を学ぶセ
ミナー

保護者や生徒からの質問に正しく自信を持って答えられるように、養護教諭、保健主事の先生、
保健師、助産師、看護師など健康指導者を対象に、子宮頸がん予防の最新知識をお伝えするセ
ミナーを開催、約６０名が参加した。 ■実行委員長：今野 良、委員：衞藤 隆、堀田美枝子

9月22日 子宮頸がん征圧連携ACTキャンペーン
説明会

企業を集め、子宮頸がん予防の必要性を伝えるセミナーを開催。35社の企業が参加した。
■実行委員長：今野 良、プロジェクト委員：木村千里

9月 第４回自治体アンケート調査
22年度の子宮頸がん検診クーポンの最終利用状況、予防HPVワクチン接種状況についての自治
体アンケート調査（全国1750自治体）を実施した ■実行委員長：今野 良／実行委員：鈴木光明体アンケート調査（全国1750自治体）を実施した。 ■実行委員長：今野 良／実行委員：鈴木光明

10月15日
「ピンクリボンウオークin すみだ～東京ス
カイツリーを目指そう～」に参加

乳がん啓発のための「ピンクリボン ウオーク in すみだ」に参加。トークショーと出展をおこなった。
■委員：宮崎 亮一郎、 福田 護

10月2日 臨床細胞学会での活動発表
臨床細胞学会の女性のためのセッションにてアドボカシーを中心とした会の活動を紹介。
■実行委員長：今野 良 委員：中山裕樹、宮城悦子

11月～ 横浜・神奈川子宮頸がん予防プロジェク
トタイアップキャンペーン

地域との共同活動として、横浜中心のプロジェクトとタイアップ。ポスター・メッセージを集め、広く
一般に啓発をする活動を始動。 ■委員：宮城悦子、中山裕樹、上坊敏子、小西 宏

11月～ 子宮頸がん予防活動奨励賞の実施
子宮頸がん予防で成果をあげる活動を行った団体・個人に対しての賞を創設。その活動を広く一
般に公開する ■議長 野田起 郎 顧問 監事 実行委員長 今野 良

月 子宮頸がん予防活動奨励賞の実施
般に公開する。 ■議長：野田起一郎、顧問、監事、実行委員長：今野 良

11月21日 「ＶＰＤから子どもたちを守るための予防
接種方改訂に関する要望書」＆記者会見

ワクチンの定期接種化などを求め、当会や「VPDを知って子どもを守ろう」の会をはじめとする９団
体が共同で要望書を厚生労働省・小宮山洋子大臣宛に提出し、記者会見をおこなった。

12月14日 「子宮頸がん予防ワクチンの平成24年度
以降公費助成接種に関する要望書」

子宮頸がん征圧に向けて活動を行っている団体が共同で、子宮頸がん予防ワクチン接種につい
ての要望書を小宮山洋子厚生労働大臣宛に提出した。 ■実行委員長：今野 良

12月20日 「子宮頸がん予防法案を理解する」緊急
議員セミナー

子宮頸がん予防・治療の専門家・実践者を集め、緊急議員セミナーを開催。■議長：野田起一郎、
実行委員長：今野 良、実行委員：鈴木 光明、吉川 裕之、委員：岩成 治、衛藤 隆

通年 ウエブサイトの充実 ウエブサイトのライブラリーを充実し、野田議長講演や世界の専門家のインタビュー記事も掲載。



国 自治体 議員 健康指導者 メディアへの情報提供

第４回 自治体アンケート調査

１．調査

検診受診率向上、ワクチン接種促進に向けて、行政、議員、健康指導者、メディアに向けての情報提供を活発に
実施。

国、自治体、議員、健康指導者、メディアへの情報提供

22年度の子宮頸がん検診クーポンの最終利用状況、子宮頸がん予防HPVワクチン接種状況についての自治
体アンケート調査を実施した。

■調査時期：2011年9月 ■調査対象：全国１７４５自治体
■回収状況：有効回収数 ８０９自治体（回収率 ４６．４％）
■活動委員・・・実行委員長：今野 良、実行委員：鈴木光明

２ セミナー、啓発

より精度が高く、費用対効果に優れた"子宮頸がん予防検診(細胞診+HPV検
査)"の確立ならびに受診率アップを目的に、プロフェッショナルセミナーを開催。
議員、自治体保健福祉担当者、報道関係者など約100名が参加した。

■日時：2011年2月3日(木) 3:30～6:30
■会場：野村コンファレンスプラザ日本橋

プロフェッショナルセミナー「子宮頸がん予防検診―政策決定のための新しい必須知識」

２．セミナ 、啓発

■活動委員・・・議長：野田 起一郎、実行委員長：今野 良、実行委員：鈴木 光明、
委員：平井 康夫、岩成 治、小西 宏

2011年4月から99％の自治体で子宮頸がん予防のためのHPVワクチンが思春
期女子に無料で接種される。広く国民にHPVワクチンや子宮頸がん検診の意
義を理解してもらうためのさらなる教育・啓発の必要性と 今後の政策課題が

インターナショナルセミナー「子宮頸がん予防の新展開 検診とワクチンの最新情報～子宮頸
がん予防 次に日本ですべきことは何か？～」

義を理解してもらうためのさらなる教育・啓発の必要性と、今後の政策課題が
ある。そこで、英・豪で活躍する専門家を招き、インターナショナルセミナーを開
催した。

■日時：2011年2月18日（金） 14:00～18:00
■会場： 野村コンファレンスプラザ日本橋
■活動委員・・・実行委員長：今野 良、委員：岩成 治

養護教諭向けセミナ 「子宮頸がん予防HPVワクチンとは？」

３

養護教諭の全国大会で、養護教諭の方々に向けて、実行委員長 今野 良が
講演を行った。

■日時： 2011年2月25日
■会場：メルパルクホール
■活動委員・・・実行委員長：今野 良

養護教諭向けセミナー「子宮頸がん予防HPVワクチンとは？」



子宮頸がんに関する最新の知見と啓発の状況、世界のさまざまな啓発へのア
イデアなどに触れ、今後の日本での啓発活動に活かすため、昨年に引き続き、
世界最大の子宮頸がん学会・EUROGINと子宮頸がん啓発を推進する国際会
議・WACC（Women Against Cervical Cancer）のフォーラムに、子宮頸がん啓発
団体、メディア関係者、助産師、主婦、大学生ら9名を伴い参加した。当会議の
活動も発表した。

EUROGIN 2011＆2011 WACC Forum 参加・取材ツアー

「EUROGIN 2011＆2011 WACC Forum」報告会
～海外に学ぶ：新しい検診のスタンダード、ワクチン普及のポイント、啓発の工夫～

活動も発表した。

■日時：2011年5月8日（日）～11日（水）
■会場：リスボン
■活動協力・・・実行委員長：今野 良（企画・事前説明会・現地コーディネート）

委員：Sharon Hanley、小西 宏

5月にリスボンで開催された世界最大の子宮頸がん学会・EUROGINと子宮頸
がん啓発を推進する国際会議・WACC（Women Against Cervical Cancer）の
フォーラムで、それぞれの目で見て聞いて感じたこと、ぜひ日本の方々に伝
えたいと思ったことをそれぞれの言葉で発表するとともに、子宮頸がん検診と
HPVワクチンの最新情報などを伝えるために報告会を開催。議員、自治体担
当者、啓発団体、メディアなど約70名が参加した。

■日時：2011年6月15日（水） 18：00～20：00
■会場：野村コンファレンスプラザ日本橋

ワクチンは初回接種から3回目の接種まで6ヶ月以上の期間が必要なため、す
べてを公費助成で受けるなら9月末までに初回接種を終わらせる必要がある。
そのタイミングに合わせ 子宮頸がん予防ワクチンやがん検診 予防接種に

養護教諭、健康指導者のための子宮頸がん予防とワクチンの最新知識を学ぶセミナー

■会場：野村コンファレンスプラザ日本橋
■活動委員・・・議長：野田起一郎、実行委員長：今野 良、監事：稲葉 憲之、委員：Sharon
Hanley 

そのタイミングに合わせ、子宮頸がん予防ワクチンやがん検診、予防接種に
ついて、保護者や生徒からの質問に正しく自信を持って答えられるように、養
護教諭、保健主事の先生、保健師、助産師、看護師など健康指導者を対象に、
子宮頸がん予防の最新知識をお伝えするセミナーを開催、約６０名が参加し
た。

■日時：２０１１年９月１９日（月・祝） １：３０～４：３０
■会場：東京ステーションコンファレンス ６０２AB
■活動委員・・・実行委員長：今野 良、委員：衞藤 隆、堀田美枝子

４

第50回日本臨床細胞学会秋期大会の女性のためのセッションにて、アドボカシーを中心とした会の活動を紹介。

■日時：２０１１年１０月２２日
■会場：京王プラザホテル
■活動委員・・・実行委員長：今野 良 委員：中山裕樹、宮城悦子

臨床細胞学会での活動発表



子宮頸がん征圧の実現のためには、精度の高い子宮頸がん検診の検診
受診率の向上と、子宮頸がん予防ワクチンの接種率の向上が必須で、
「子宮頸がん予防法」の成立が期待されている。そこで、子宮頸がん予
防・治療の専門家・実践者を集め、「子宮頸がん予防法案を理解する」緊
急議員セミナーを開催した。

「子宮頸がん予防法案を理解する」緊急議員セミナー

■日時：１２月２０日(火) 午前11時～12時30分
■会場：参議院議員会館 B1 107会議室
■活動・・・議長：野田 起一郎、実行委員長：今野 良、実行委員：鈴木 光明、吉川 裕之、
委員：岩成 治、衛藤 隆

３ 提言

ここ数年、日本国内で接種できる新しいワクチンが増えているが、多く
のワクチンが任意接種である。そこでワクチンの定期接種化などを求
め、当会や「VPDを知って子どもを守ろう」の会（運営委員代表 薗部友
喜）をはじめとする９団体が共同で、「ＶＰＤ（ワクチンで防げる病気）か
ら子どもたちを守るための予防接種方改訂に関する要望書」を厚生労

ＶＰＤ（ワクチンで防げる病気）から子どもたちを守るための予防接種方改訂に関する要望書

３．提言

働省・小宮山洋子大臣宛に提出し、記者会見をおこなった。

■日時：２０１１年１１月２１日（月)
■会場：厚生労働省

子宮頸がん征圧に向けて活動を行っている団体が共同で、子宮頸が
ん予防ワクチン接種についての要望書を小宮山洋子厚生労働大臣
宛に提出した。

■日時：２０１１年１２月１４日（水）午後４：４５～

「子宮頸がん予防ワクチンの平成24年度以降公費助成接種に関する要望書」提出

５

■日時：２０１１年１２月１４日（水）午後４：４５～
■場所：衆議院議員会館 小宮山議員事務所
■活動・・実行委員長：今野 良



啓発ウェブサイト作成と医療専門家向け情報提供

子宮頸がんについての情報を整理し、最新かつ高
度な情報を共有するためのスライドを作成。医療者
に講演などに使用してもらう。

医療者向け共用スライドの作成・サイトでの提供

子宮頸がんに関する最新情報の提供をサイトで行い、データをダウンロードし活用できるようにしている。

子宮頸がん

に講演などに使用してもらう。

■３月掲載
■監修協力・・・実行委員長：今野 良、委員：平井康夫

Development of HPV vaccine
Assembly of Virus‐Like Particle (VLP)

医療者や行政の保健福祉担当者などに向けて実施した子

ウェブサイトでの情報提供

宮頸がんに関するエキスパートによるセミナーの動画配信
など、専門家への最新情報の提供を行う。実行委員・委員
が講師を務める子宮頸がん予防に関するセミナーなどの開
催情報も提供。
2011年は、ライブラリーを充実し、講演や世界の専門家のイ
ンタビュー記事も掲載。
ＷＡＣＣへの参加をきっかけとして、世界の子宮頸がん啓発
に関する情報なども、今後提供予定。

セミナーの動画配信

６



一般女性に子宮頸がんに関する基礎知識を提供するため
「子宮頸がん講座」を携帯とウェブで展開している。
ウェブに保護者向けワクチンページを追加、携帯にワクチン

一般女性向けウェブサイト「子宮頸がん講座」保護者向けワクチンページ追加

ウ ブに保護者向けワクチン ジを追加、携帯にワクチン
についての詳しいページを追加した。

■８月新規ページ掲載
■監修協力・・・委員：小田瑞恵、相良洋子

正しい知識をコンパクトにまとめた「指導者用パンフレット」
を作成し 養護教諭向けセミナ で配布 ウェブでもダウン

指導者用パンフレットの作成

子宮頸がん予防のためのHPV（ヒトパピロ マウイルス）ワクチンを作成し、養護教諭向けセミナーで配布。ウェブでもダウン
ロードできる。

■２月配布
■活動委員・・・実行委員長：今野 良

子宮頸がん予防のためのHPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチン

――子宮頸がんは原因が解明されているがん。だから予防が可能なのです。 

      

自治医科大学附属さいたま医療センター 産婦人科教授

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 実行委員長

今野 良

 

日本人が死亡する原因の第 1 位はがんです。そして、子宮頸がんは女性がんとしては日本では乳がん

に次いで多いがんです。毎年、15,000 人が子宮頸がんと診断され、約 3,500 人が子宮頸がんで亡くなっ

ています。つまり、毎日、日本全国で約 10人が子宮頸がんで亡くなっていることになります。 

 

子宮頸がん検診 

■増加の原因は、検診受診率の低さ 

実は、子宮頸がんを見つけるためにはとても精度の高い細胞診という検診方法があり、日本では50年

以上の歴史を持っています。また、1983 年からは国民すべてがこの検診を受けられる法律もできていま

す。しかし、残念ながら現在の日本での子宮頸がん検診受診率は約 20％です。欧米の先進諸国ではほと

んどが60－80％程度の受診率ですから、大きな開きがあります。 

日本の学校教育のカリキュラムでは、がん、検診、ワクチンに関してほとんど触れられません。日本

での検診受診率が低い理由は、国民の多くががん検診について教育されていないので、検診がどういう

ものであるか、どこに行ったら受けられるのか、どれだけ有効なのかを知らないことにあります。最近

の子宮頸がんの発生のピークは 35 歳です。30－40 歳の女性では最も多いがんで、20 歳代でも増加して

います。そして、これらの年代では子宮頸がんによる死亡も年々増加しています。このような若い女性

の子宮頸がんの増加の原因は、がん検診を受けていないからです。 

 

■検診、診断、治療 

子宮頸がん検診は、子宮の頸部から柔らかいブラシやへらで直接細胞をこすり取り、顕微鏡で観察・診

断するシンプルかつ高精度の「細胞診」という方法で行われてきました。子宮頸がん検診のすごいとこ

ろは、がんだけでなく、前がん（がんになるかもしれない）病変と言われる「異形成」も診断できるこ

とです。異形成は、軽度異形成、中等度異形成、高度異形成の３つに分類され、がんに進行する可能性

は、それぞれ約1％、10％、20－30％です。中等度異形成まででは、免疫により自然に治ることが多いの

で経過観察をします。高度異形成やもっとも初期のがんである上皮内がん（皮一枚だけにがんが留まっ

ていて転移がない）が診断された場合には、円錐切除術という子宮頸部の一部だけを切り取る小さな手 

細胞診とＨＰＶ検査併用検診についてのＤＶＤを監修。会議主催のセミナーなど

ＨＰＶ検査併用検診教育用ＤＶＤ監修

７

で希望者にも配布。

■２月より配布
■活動委員・・・実行委員長：今野 良、委員：岩成 治



若年女性への啓発・情報提供
団体、若年女性を顧客とする企業などとタイアップし、若い女性に向けて検診とワクチン接種を啓発している。

２０１０年に引き続き、全国の私立幼稚園などにて、母の日に
園児から大好きなお母さんに子宮頸がん予防のメッセージを
つけたカードを渡すキャンペーンを実施。

幼稚園での「子宮頸がん検診よびかけ母の日キャンペーン」

けたカ ドを渡すキャン ンを実施。

■４月・５月
■カード／イラスト：藤本四郎、配布部数：１２万枚

子宮頸がんが予防できるがんであることを伝え、ワクチン接種
と検診による予防を推奨する新聞全ページ広告を、日本産科
婦人科学会、日本婦人科腫瘍学会、日本産婦人科医会ととも
に掲載

新聞に子宮頸がん予防啓発のための全頁広告掲載

に掲載。

■掲載：8月、9月
■掲載紙：朝日、読売、日経、北海道、中日、西日本、中国、河
北新報、静岡、四国
■活動委員・・・議長：野田起一郎、実行委員長：今野 良、実行委員：小西郁
生、宇田川康博、委員：寺尾俊彦、宮城悦子

８



企業・学校に勤務・在籍する若年女性（主に１０代後半～３０代）を
対象に、企業・学校等とのタイアップのもと、子宮頸がん予防に対
する顕在・潜在的なバリアを取り除き、検診・ワクチン接種推進活

子宮頸がん征圧連携ACTキャンペーン

する顕在 潜在的な リアを取り除き、検診 ワクチン接種推進活
動を推進する。新たにキャンペーン推進委員会を立ち上げ、当会
委員他がプロジェクトを推進していく。
4月サイトオープン、9月には企業を集め、子宮頸がん予防の必要
性を伝えるセミナーを開催。35社の企業が参加した。

■サイトオープン４月、企業向け説明会９月
■全国
■活動委員・・・ ブロジェクトリ ダ ／実行委員：鈴木光明■活動委員・・・ ブロジェクトリーダー／実行委員：鈴木光明、

ブロジェクトメンバー／実行委員長：今野 良 、
実行委員：今村定臣 、吉川裕之、委員：小田瑞恵 、宮城悦子
井伊久美子（社団法人 日本看護協会）、

木村千里（社団法人 日本助産師会）

企業向け説明会

子宮頸がんは「予防できるがん」。このことを若い女性や周囲の人々に知っ
てもらい、検診受診やワクチン接種につなげるため、ポスターとメッセージ
を募集。優秀作品は、「子宮頸がん予防啓発」等のポスター・ちらし・広告・
キャッチコピー等として、活用する。
横浜・神奈川子宮頸がん予防プロジェクトとのタイアップ企画。

■募集：2011年11月～2012年1月 3月表彰予定

横浜・神奈川子宮頸がん予防プロジェクトタイアップキャンペーン

■募集：2011年11月～2012年1月 3月表彰予定
■活動委員・・・宮城悦子、中山裕樹、上坊敏子、小西 宏

９

子宮頸がん予防に取り組み、成果をあげた団体・個人を表彰、その成功のポイントを広く公開し、今後の啓発活
動に活用してもらうため、『第1回子宮頸がん予防活動奨励賞』を創設。

■募集：2011年11月～
■活動委員・・・議長：野田起一郎、顧問、監事、実行委員長：今野 良

子宮頸がん予防活動奨励賞の実施



般市民の啓発のために 専門情報をわかりやすく解説する公開講座などを他団体と連携し 開催 また さま

シンポジウムなどによる一般市民への情報提供
一般市民の啓発のために、専門情報をわかりやすく解説する公開講座などを他団体と連携して開催。また、さま
ざまなイベントなどに講師を派遣。

乳がん啓発のための「ピンクリボン ウオーク in すみだ」に参加。トーク
ショーや出展をおこなった。

「ピンクリボンウオークin すみだ～東京スカイツリーを目指そう～」に参加

■日時：１０月１５日（土)
■会場：錦糸公園(東京都墨田区)
■活動委員・・・委員：宮崎 亮一郎、 福田 護
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